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　４年前に妻と死別し、現在は、長男夫婦と同居し 
ています。趣味で始めた絵画教室で、ある女性と親 
しくなり、再婚を考えるようになりました。長男は 
再婚に反対ですが、同じ60代同士、気楽に生活した 
いのです。新しい生活のために、どのようなことに 
気を付けたらよいでしょうか。 

　再婚については、あなたと相手の方の意思が尊重さ 

れなければなりません。しかし、年齢を重ねると、気 

持ちは若々しくても、体力がついていかなくなるのが 

現実です。二人が孤立しないためにも、家族からの理

解や周囲の人たちの協力は欠かせません。特に、今後

生じるであろう扶養や相続問題に関しては、子どもた

ちとじっくり話し合い、相続については、公正証書遺

言を作成することも一つの方法ではないでしょうか。 

　そしてもう一度、二人が求める結婚生活を考えてみ 

てください。男性が女性の家事能力を過大に期待した 

り、女性が男性の経済力に寄りかかったりするなどの、 

相手に依存することを目的とした結婚では、うまくい 

くはずはありません。 

　共通の趣味を楽しむと同時に、それぞれが今まで大 

切にしてきた領域を認め合うことも必要です。お互い 

が経済的、精神的に自立しているのなら、高齢者同士

の結婚は、必ずしも入籍という形式をとらない同居で

あってもよいのではないでしょうか。 

（カウンセラー・古口晴子） 
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迷
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す
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し
ょ
う
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